
レジュメ５月 15 日（宮城県） 

世代をつなぐ 

～「ひと」・「まち」・「公民館」が大好き～ 

            広島県大竹市立玖波公民館 河内ひとみ 

＜本日のお話の内容＞ 

現場目線で公民館の実践 「公民館の改革」「まちづくり」を行い感じたこと 

●３つのブレない信念（キモ）   

①「現場主義」 域目線で一緒に汗を流す。 

②子ども、若者も巻き込む「多世代交流」 

③世代をつないで「継続」  伝え続けたい「人と人のつながり 」 

●ウィズコロナにおける「新しい学びのスタイル」とは？！ 

●なぜ？コロナ禍でも自主事業を止めずに地域と活動を継続出来た？ 

●現場での実践ポイントは？（現場目線） 

●コロナ明けの今、社会教育のチャンス 

●公民館職員が出来る事・果たすべき役割 

                           （玖波公民館職員 河内ひとみ） 

                              まちが大好き ひとが大好き 公民館が大好きです。 

         この想いが地域の人に伝わっていくことを願いながら「公民館の役割」を広めていきたい。 

            「未来のビジョン」を描きながら、一緒に汗をかき「人と人のつながり」を楽しみたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

            


